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Abstract
Myocardial perfusion examination using a 201Tl is very useful for that confirmation the viability of the 

myocardium perfusion. Usually we use that acquisition condition was the location and width of the energy 
window set on the 201Hg x-rays photo peak. However another radioactivity (ex. 99m Tc, 123 I) are high 
energy and low scatter, so these radioactivity is very useful radio activities compare with 201Tl. We tried that 
acquisition condition change a lot of pattern (methods of off-peak), and we checked the profile curve and 
region of interest (ROI). In our study considered with best condition of acquisition pattern. We made four 
condition that was main energy peak and window (a)71kev ±10.0％, (b) 77kev ±14.5％, (c) 71keV±
10.0％,+ 167keV±7.5％,  (d) 77keV±14.5％+167keV±7.5％. These acquisition of condition was 5 minutes. 
Each type of ROI count were (a) 235704, (b) 284196, (c) 259848, (d) 310816. The ROI size and position were 
all condition same. The result of most a lot of counts was condition (d). The condition (d) counts increased 
about thirty percent that base on condition   (a). In addition, contrast was the best of condition (d). These 
result indicated that the best acquisition condition is 77keV±14.5％+167keV±7.5％. 

1.緒 言

現在の画像診断、特に循環器領域における心臓

核医学検査は心筋の機能を画像化できる点におい

て非常に重要な役割を担っている。しかし、使用

する放射性医薬品によっては、核種の低いエネル

ギー特性などにより、鮮明な画像が得られない場

合もある。201-Tl は腫瘍シンチグラフィーや心筋

シンチグラフィーとして広く用いられているが、

上記に示したように、核種のメインのエネルギー

ピークが 70keV 前後と低いため、画像作成に必要

となるカウント数が少なく、さらに散乱線などに

よりコントラストにも影響を及ぼすことがあった。

実際の臨床現場では 201－Tl が電子捕獲によって

変化した201-Hgの複数のエネルギーをもった特性

X線（69,71,80,83keV）およびγ線（135,167keV） 

を放出し(1）、それらのエネルギーを用いてカウン

トを得ている。 

今回我々の検討は、通常用いられている(70kev

前後)これらのエネルギーピークの設定を変更し

（off-peak 法）、一般的に臨床現場で使用されてい

る収集機器でも応用が可能な方法でより効率的に

カウントを収集できないかを、基礎評価用の面フ

ァントムを用いて比較評価するものである。 

2.方 法

2-1 エネルギーウインドウ設定

我々は文献等(2-4）で報告されていた条件をもと

に、施設使用機器にあった収集条件を構築し以下

の条件で検討することとした。なお今回のエネル

ギー設定については、文献にあるシミュレーショ 
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ン条件をもとに実際に臨床で使用している機器で

設定可能な条件を用いこととした。特に低エネル

ギーはエネルギースペクトル分布が示すように、

ピーク（70KeV 付近）を中心にある幅を持っており、

設定の範囲によっては、低エネルギーの散乱線に

よってコントラストの低下した画質となってしま

うことも想定され、高エネルギー側のウインドウ

が多めに入る設定とした。 

さらにこの条件設定で収集するため、新たにそ

れぞれの条件に合わせて、均一補正、直線性補正

などを実施している。 

 

 (a)Main energy window:71kev ±10.0％ 
  (b)Main energy window:77kev ±14.5％ 
  (c) Main energy window:71keV±10.0％ 

 + 167keV±7.5％ 
  (d)Main energy window: 77keV ± 14.5 ％

+167keV±7.5％ 
   

通常の収集条件と比べエネルギーピークが高エ

ネルギー側に 6Kev ほど変更し、幅も 9％広がって

いる設定での検討とした。 
 

 
（図 1. 収集条件 (a)および (c)でのエネルギーウ

インドウ設定） 
 
 

 

（図 2. 収集条件 (b)および (d)でのエネルギーウ

インドウ設定） 
 
 

2-2 使用機器および収集条件等 

使用機器：GE Starcam 4000I 

使用コリメータ：LEGP（平行多孔汎用型） 

        高エネルギー対応コリメータ 

使用ファントム：Multi defect phantom（図 3） 

使用製剤：201-Tl  

使用散乱体：治療計画用 Mix－DP 

 

 

 （図 3  Multi defect phantom） 

 

収集条件 

マトリックス：256x256 

拡大率：1倍 

ピクセルサイズ：1.08mm 

収集時間：5分間 
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2-3 評価方法 

 収集したデータについて、画像データをもとに 

2-3-1 Profile curve を用いた検討 

(a)-(d)までの条件下で Profile curve がどの

ような結果を示すかを散乱体の有無による違いで

比較検証。 

2-3-2 ROI を用いたカウント数での検討 

より臨床に近い条件としてコリメータがLEGP散

乱体（+）の条件下での Multi defect phantom 内

のカウントについて感心領域（ROI）の大きさ位置

を統一した条件で比較検討した。 

 

 

3 結 果 

以下に結果を示す。 

3-1  Profile curve  

図 4 に示す SC（+）の結果は収集条件（d）の場

合が他の条件と比べてもカウントも多く、欠損部

分のコントラストも十分あり、散乱線含有の少な

い良好な画像結果となった。 

 

 

 （図 4 散乱体 SC（+）の場合の Profile curve） 

 

 

 

 
（図 5 散乱体 SC（－）の場合の Profile curve） 

 

図 5 に示す SC（-)では、全体的にカウントは多い

が、一番カウントもあり欠損コントラストがある

ものは、収集条件（d）の場合であった。 

 

3-2  ROI 

図 6 は Multi defect phantom 内の欠損がない部

分でのそれぞれの条件下のROI内の指標値である。 

一般的なカウントを 100％とした場合、77keV±

14.5％+167keV±7.5％では 30％のカウント増加

が見られた。 

 

4 考 察 

 今回我々は古嶋らの文献等で報告(2-4）があった

収集エネルギーウインドウ設定off-peak法をもと

に、施設用にカスタマイズした条件での検討を実

施した。これは今回用いた収集機器（GE 社製 

Starcam）の設定の関係でエネルギーピークおよび

幅の詳細設定が難しく、散乱線含有が少ない設定

方法を考慮したものであった。結果としてカウン

トを一番多く得ることができ、かつコントラスト

も担保された画像を得ることができたといえる。

これは古嶋ら(5）が提唱した201-Hg特性 X線のピー

ク領域のカウント収集設定を機器に応用する形で

あわせこみ、散乱線が混入しない効率的なエネル

ギーピーク設定とウインドウ設定によるものだと

考えられる。 
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幅を広げすぎると、カウントは増加するが散乱線

が多く存在する低エネルギー領域も入ってしまう

ため、コントラストが低下してしまうことになり、

今回の設定が一番機器にあったものだといえる。

これにより最大 30％程度のカウント増加が見込ま

れ、収集時間の短縮などが可能となる。これは検

査時間が限られた老人や重症患者などの検査に有

用であるといえる。 

 

5 まとめ 

 今回検討した新しい収集設定法、off-peak 法は

収集時のカウントが約 30％程度増加することが見

込まれ非常に有用な方法であることが示された。 
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 図 6 散乱体（+）での Multi defect phantom 中心部カウント 
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